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毎年の事ではあるが、5 月と 6 月はセ
ミナーや展示会の多い時期である、更にこ
ぼれて 7 月もセミナーが有る場合もある。

御多分に洩れず今年の 5 月もセミナー
が多かった、一番最初は 5 月の連休明け
の 12 日に開催された Too 主催の「Too
＋Adobe After NAB セミナー」であった。
場所は大崎ゲートシティのセミナールーム

で意外と落ちつた雰囲気の部屋であった。
コンパクトな会場は 40 人ほどの座席

が用意されプロジェクターによってまる
で会議をしているかのような距離感で始
まった。

最 初 は Adobe の プ レ ゼ ン タ ー か ら
NAB 発表の最新技術などが次々と説明さ
れ、たまたまと言う事であったが一般公

開される前の同社製品のデモンストレー
ションも行われた。また Too のスタッフ
からも NAB の開場を巡った写真付きの報
告がなされ、個人的には他人の視点によ
る NAB 観察レポートは新鮮であり面白
かった。

業種による視点の違いもやや感じた辺
りは大変に勉強になったのである。コンパ

 用語解説

言わずと知れた ARRI 社の新製品である
デジタルシネマカメラ。PL マウントを採用
して来た ARRI-D20，D21 の系譜に連な
るカメラである。D20 として開発され続け
てきた実験機を元に再設計された新型機と
なっている。

また、D20，D21 共にレンタルのみの製
品であったが今回の「ALEXA」は販売され
るので手に入れる事が可能である。

NAB2010 にて発表された形になるが、
既に全世界のマーケットより注文が殺到し
バックオーダーを抱えている状態である、
すなわち直ぐには手に入れる事は不可能と
思われる。もちろん日本の販社であるナッ
ク社によってレンタルもされるはずので早
晩使用は開始できる状態になると思われる。

バックオーダーに関しては ARRI 社が、そ
の大量さに驚き工場を新設し増産する予定
であると言う話も有る位の状況らしい。

ALEXA のセンサー部は結わずと知れた
スーパー 35mm フォーマットとなってお
りデジタルシネマカメラとしては最高水準
を行っているが、4K カメラでは無い。この
辺りも D21 などを知っているとうなずく部
分も多いのだが何かマニア好みとも言える。
新開発のセンサ－は CMOS である。感度

は 800 まで上がり実用的になっている、ま
た ARRIRAW を使えばセンサーからの 16
ビットのダイナミックレンジを使う事が出
来るので、ほとんど HDRI カメラとも言え
る訳である。

高感度で低ノイズを誇るALEXAのチュー
ニングは日本の現状に於いて最もフィット
していると思われる。日本の主用マーケッ
トである CM 業界、映画業界を同時に満足
させる事が出来るカメラで有ると言っても
過言ではないだろう。

特にかゆい所に手が届く、カメラのセッ
ティングは高度な要求は有るが煩雑なデジ
タル化した DI 環境を善しとしない日本の現
場に於いては救世主とも言えるのではない
だろうか。

基本性能以外で特徴的な部分は SxS メモ
リーカードを使用した収録が出来る点であ
る、これはコンパクトフラッシュに記録す
る事が出来る、ライバルとも言える「RED 
ONE」と呼ばれるデジタルシネマカメラに
対抗した機能と見る事も出来る。更に特に
RED で便利に使用されているクイックタイ
ムフォーマットでのプロキシーの同時記録
機能であるが、こちらに対しての答えにも
なっている。

つまり SxS カードに記録されるフォー
マットが Apple の ProRes のコ―デックで
ある事である、記録フォーマットは ProRes
の HQ4：4：4：4 をサポートしており、
もはやプロキシーと言うよりは本気の記録
である。勿論、RAW と ProRes は同時記
録が可能であり、そのままオフラインに回
す事が出来る。この辺りは強く RED のワー
クフローを意識したものであろう。

こう考えると、ALEXA は ARRI が考える
ベストのデジタルシネマカメラで有りなが
ら、キラー RED の意味合いも持つ戦略製品
である事がうかがい知れる。

今後の「RED ONE」系カメラと「ALEXA」
D20 系カメラの戦いは見ものである事だけ
は確かである。

「ALEXA」　（アレクサ　デジタルシネマカメラ）
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クトなサイズのセミナーも意図が伝わり易
く居心地も良いので結構良いものだと思っ
た。今後ともこの様な催し物は続けて頂き
たい物である。

翌々日の 14 日には Autodesk 主催の
3DstudioMAX のセミナーが行われた。
場所は秋葉原 UDX のセミナー多目的展示
スペースある。秋葉原 UDX のビルでもセ
ミナーは入口のエスカレーターを登った奥
の奥である、シアターを想像して真っ直ぐ
にそちらに向かったのだが、そちらでは無
く手前の展示会場だった。

時間に遅れ気味で秋葉原に着いた事も
あり焦ってしまい想像で行動し間違ってし
まった訳である。何事も時間に余裕を持っ
て行動をと痛感させれた出来事だった。

肝心のセミナーは NAB でも発表された
3DstudioMAX の 2010 の新機能を中心
とした解説と白組による特撮テレビシリー
ズのメイキングの 2 部構成になっていた。

3DstudioMAX2010 の注目部分はや
はり高度なレベルでのソフトウェアとハー
ドウェアのレンダリング統合であろう。

建築や製品デザインなどインダストリア
ルデザインに特化しつつある MAX は、統
合された部分を活用する事により更なる
CG 制作の効率化と映像化に至るレスポン
スの向上を目指している様だった。

しかしゲームマーケットなどでも有用
と思われるその機能は今後ユーザーの中で
の有る程度の混乱を招く事は必定と思われ
る。個人的にも試してみたいと思わせる新
実装の機能であった。

やはり Autodesk としてはどうしても
Maya をエンターテインメント分野のソ
フトウェアとして位置づけたいのであろ
う、その点でいうと MAX のポジション
はユーザー側からすると微妙すぎる上に
魅力的な実装が忘れた頃にやって来てし
まうのである。

残念な事に Maya には今回 MAX に実
装された様な機能はリリースされていな
い。

デモンストレーションを行ってくれた
Autodesk の技術の方によると早晩 Maya
にも実装されるのではないかと言っては
いたが、やはり同じ会社の中に 3 種類の

3DCG ソフトウェ
アを開発できる R
＆ D が存在する事
は外から見ても難
しいのだろうと思
う。

ちなみに個人的
に は 4 つ の R ＆
D が 存 在 す る と
思っている、それ
はモーションビル
ダーである。

このソフトウェ
アはほぼ Maya に取り込まれ始めている
のだが、十分独り立ち出来るほどのソフト
ウェアであると個人的には思っているので
ある（現在は Maya，Max，Softimage
の 3 週類のソフトウェアを繋ぐプラット
フォーム的な役目とジェネラルなリグを提
供するツールとなってしまっている）。

後半の白組のメイキングは TV シリーズ
として 1 年間放送されていた「レスキュー
ファイアー」のワークフローを解説した物
であった。

現場のプロデューサーや CG ディレク
ターの話は機知に富んでいて面白く、か
つ現場の大変さを伺い知れる内容となっ
ていた。
「 レ ス キ ュ ー フ ァ イ ヤ ー」 は、

3DstudioMAX が中心で制作されている
事を御話しされていたがこの事からもエン
ターテインメントの分野では、まだまだ
MAX は現役である事を十分感じさせられ
た。恐らく Autodesk の上の偉い人は頭
の痛い事だろう。

5 月にはもう一つ大変面白い発表会が
あった、それは月末も近い 5 月 27 日に
行われた ALEXA と呼ばれる新型のデジ
タルシネマカメラである。ALEXA はヨー
ロッパの ARRI 社が開発した最新型のデ
ジタルシネマカメラで、先に NAB2010
で発表され大きな注目を集めていた製品
である。

この ALEXA 発表会は最近では例年行わ
れている NAC 社オープンハウス（27 日、
28 日の両日）を兼ねて取り行われた。こ
の様な言い方をすると何かついでに行なわ
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れたようだが、この日に合わせて ARRI 社
のクラウス社長が来日するなど力の入った
発表であった。

ALEXA、其の物は既に流通が始まって
いる他社のデジタルシネマカメラと同様に
四角く長細い大きなカステラの箱の様な形
状だが、見るからにカメラの専門会社が
作ったと思わせる風格が備わっていた。

また、同時に「フジノン」ブランドのズー
ムレンズである「Alura」（アルーラ）が
発表になっていた、こちらのレンズはズー
ムレンズで定評のあるフジノン（フジフィ
ルム）が ARRI とのタッグを組む事によっ
て実現した PL マウントのズームレンズで
ある。

また ARRI 社から発表になった事からも
判る様にフジフィルムから OEM 出荷され
た製品である。その為 ARRI 社からしか購
入する事は出来ないが ARRI が供給してい
るウルトラプライムなどの単焦点レンズた
ちと色調が揃えられているので ALEXA な
どの運用に於いて死角が無くなる様によく
考えられている。

これらのラインナップから本格的なデジ
タルシネマカメラでの制作体制とワークフ
ローが世界的な規模で定まって行く事だろ
う。そう考えるとデジタルシネマカメラと
その周辺から目を離す事が出来ない。


